
高効率モーター用磁性材料技術研究組合（略称：MagHEM）の概要
 設立年月日：平成２４年９月２５日
 理事長：大山 和伸（ダイキン工業（株） 常務専任役員）
 組合員：（５企業１国研１団体）(一財)金属系材料研究開発センター,(国研)産業技
術総合研究所,ダイキン工業(株),(株)デンソー,トヨタ自動車(株),三菱電機(株),(株)明電舎

 事業費：平成２９年度４億円
 事業の概要：高効率モーター用磁性材料及びこれを用いたモーター設計に関する研究開発。

○組合設立の目的
現在のレアアース添加型磁石を上回る性能を持ちながらレアアースを使用しない革新的な高性能磁石等の開発、及び内部エネルギー損
失を低減するための高効率軟磁性材料(鉄心)の技術開発とモーター全体の設計見直しを通じて、モーターの小型高効率化を実現する。
○実用化の方向性
①ジスプロシウムを使わないネオジム磁石の高性能化技術開発
目標:磁石の強さ(最大エネルギー積)1.5倍

②レアアースを使わない新磁石開発
目標:磁石の強さ(最大エネルギー積)2倍

③軟磁性材料開発
目標:鉄心で失われるエネルギーを80%削減

④高効率モーターの実現
目標:モーターのエネルギー損失を40%削減

パワー密度を40%向上
○事業化の目途の時期
①ネオジム磁石の高性能化 ：2017年めどに実用化へ
②新磁石開発 ：2022年めどに実用化へ
③軟磁性材料 ：2017年めどに実用化へ
④高効率モーター ：2022年めどに実用化へ
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 研究開発体制

(1) 特許調査・技術動向調査・特許戦略策定
(一財)金属系材料研究開発センター(ＪＲＣＭ)
場所： 東京 ＪＲＣＭ

高効率モーター用磁性材料技術研究組合

プロジェクトリーダー

磁性材料研究開発センター

(国研)産業技術総合研究所
場所： 中部センター

(一財)金属系材料研究センター
場所：霞が関分室

共同実施先

新規高性能磁石の開発

基盤技術の開発

ＮＥＤＯ

委託

モーターアドバイザー
(自動車・モーターメーカー)

静岡理工科大学、東北大学、同志社大学、
筑波大学、大阪府立大学、名古屋工業大学、
九州工業大学、名古屋大学、高エネルギー
加速器研究機構、物質・材料研究機構、
愛知製鋼(株)、東英工業(株)、日亜化学工業
(株)

ダイキン工業(株)
場所：大阪分室

三菱電機(株)
場所：尼崎分室

トヨタ自動車(株)
場所：東富士分室

(株)デンソー
場所：日進分室

①最適構造・最適組織の探索・開発
②ナノ組織制御技術開発
③粒子合成プロセス開発

①磁石製造のための要素技術開発 ④実装評価技術開発
②磁気特性評価技術開発 ⑤特許・技術動向調査
③先端解析技術開発

インターメタリックス(株)、
愛知製鋼(株)、
(株)Ｔ＆Ｔイノベーションズ、
トーキン(株)、
ＪＦＥスチール(株)

技術開発協力先連携

ESICMM
（元素戦略磁性材料研究拠点）

(株)明電舎
場所：甲府分室
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